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晴天に恵まれ、桜も満開でした。
親子アメノウオ釣り大会には、
４７３人の方がご参加されました。

天川村名水まつりについては、２ページよりご覧ください。

第24回天川村名水まつり第24回天川村名水まつり
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　観光シ－ズンの幕開けとなる第24回天川村名水
まつりを洞川エコミュージアムセンター周辺におい
て４月29日（祝・日）に開催いたしました。
　今年も、「自然を学ぶ、自然に親しむ」をメイン
テ－マに、毎年好評の親子アメノウオ釣り大会をは
じめ、野草の観察と山菜の試食会、水生昆虫の観察
会、ストーンペイント教室、木の枝クラフト教室と
いう４つの自然体験コーナーと、夜には星の観察会
を実施しました。
　3連休の中日で、晴天に恵まれたこともあり、多
くの参加者でにぎわいました。（親子アメノウオ釣
り大会：４７３人、自然体験コーナー＆星の観察会：計５２５人）
　また、会場内に設置しました「参加協力金箱」には合計35,985円の募金をいただきました。

　専門の講師の先生のアドバイスを受けながら、子どもから大人まで、参加者同士のふれあいを通じ
て豊かな天川の自然を満喫していただいたことと思います。
　ご協力いただきました各種団体のみなさま、ありがとうございました。

　身近なものも、やり方・見方を変えると、けっこう楽しいですよ！
　来年はみなさんの参加をお待ちしてます！

今年もにぎわいました「天川村名水まつり」今年もにぎわいました「天川村名水まつり」

きれいな川探検！水生昆虫の観察会

親子アメノウオ釣り大会

木の枝を使ったクラフト教室

野草の観察と山菜の試食会

いろんな形でストーンペイント教室
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≪乾電池の寿命は約１年です≫

　ご家庭に設置しております防災行政無線（戸別受信機）
は、乾電池が無くなると停電時に放送が聞こえなくなりま
すので約１年を目途に電池交換をしてください。
　また長期間にわたり電池を交換しないと乾電池の液漏れ
により戸別受信機が故障する場合もあります。
　なお、乾電池が無くなると電源ランプ（赤色）が点滅
（ついたり消えたり）します。

　転出・転居（他の大字へ）される場合は
役場総務課までご連絡ください。

　戸別受信機の電池交換を
　お忘れなく

　奈良県では、平成24年４月より振り込め詐欺が多発し、昨年を大幅に上
回る被害が発生しています。この状況で推移すると、本年の振り込め詐欺
被害は、100件を超えると予想されます。
　名前を名乗らず「風邪をひいて、声がかれている」「携帯電話を落とし
て、携帯電話の番号が変わった」「事故を起こし、示談金が必要」などと
いうような電話は詐欺である可能性が非常に高いです。
　また医療費等の還付金で、銀行ＡＴＭに行って操作していただくような
ことは、まずあり得ません。少しでも「おかしい」と感じたら、迷わず
110番又は最寄りの警察署へ通報してください。

奈良県での振り込め詐欺被害状況（平成24年５月６日現在）

認知件数　　　　　２３件
被害総額　６，９４８万円

～息子を騙ったオレオレ詐欺の予兆電話は120件を超えて発生しております～

振り込め詐欺多発警報発令

戸別受信機

正常な場合は赤色ランプが点灯
（常時ついた状態）します
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　今月は、いよいよ各種健診（検診）が始まります！実施日が近づきましたら、お申し込みいただいた方に
個別にご案内を送付します。正確な検査結果をえるためにも、注意事項を守って受診してください。各検診
の実施日は、次の通りです。みなさんのお越しをお待ちしています！

　お子さま同士の遊び場に、また保護者の方の交流の場に、皆さまのお越しをお待ちしております。詳しく
は、後日郵送しますご案内をご確認ください。

　　　　　　　　　　　　　　○参加対象・・・生後４ヶ月～幼稚園入園前までの親子
　　　　　　　　　　　　　　○内　　容・・・歯科衛生士さんによるブラッシング指導、わんぱく遊び等
　　　　　　　　　　　　　　○持 ち 物・・・ご家庭で使用されている歯ブラシ・手鏡・タオル・お茶等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　送迎を希望される方は、前日までにご連絡ください

　認知症は、誰でもかかる可能性のある病気です。天川村においても、認知症によって要介護認定を受ける
人がどんどん増えています。いつまでも自分らしく生きるために、毎日の生活で実践できることを一緒に学
びたいと思い、認知症予防のための講演会を開催します。講演会では、天川村で行っている「脳のトレーニ
ング教室」もご紹介します。
　講演会は、どなたでもご参加いただけます。楽しくて、健康
になる講演会ですので、ふるってご参加ください。みなさまの
ご参加、お待ちしています。
　≪内　　容≫　講　演　「脳の健康を保つために」
　　　　　　　　講　師　　くもん学習療法センター
　≪開催日時≫

　

※�ふるさとセンターつどいでの参加を希望される方は、送迎させていただきますのでお申込みの際に、お申
し出ください。
　≪お申込み≫　・各会場、前日までにほほえみポート天川までお申込み下さい。
　　　　　　　　・�当日参加もできますが、参加者が多い場合はお申込みの方を優先させていただきますの

で、ご了承ください。

日　程 時　間 会　　場 申込み

6月28日（木） 10：30～12：00 ほほえみポート天川 不　要

特定健康診査
後期高齢者健康診査
大腸がん検診 ・肺がん検診
肝炎検診・骨粗しょう症検診

６月19日（火）、20日（水）

子宮（頚部）がん検診 ６月14日（木）

日　　程 時　　間 会　　場
６月　４日（月） 午後1時30分～３時 洞川公民館

７月２７日（金）
午前10時　 ～11時30分 ほほえみポート天川
午後1時30分～３時 ふるさとセンターつどい（※）

健診（検診）が始まります！

うさちゃんくらぶのご案内

認知症予防のための講演会
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検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。　連絡先　☎63−9110

　６月より乳がんの個別検診の受付を実施しています。受診を希望される人はほほえみポート天川までお申
込み下さい。今まで乳がん検診を受けたことがない方、乳房に心配のある方、特にこれまでの検診で「経過
観察」や「要精密検査」などの判定の方は、積極的に受診ください。
　○受　診　対　象　：　天川村に住民票をおく、40歳以上の女性
　　　　　　　　　　　　※受診回数は２年に１度とされています。
　　　　　　　　　　　　　昨年受診された方は今年度受けることができません。
　○受　診　病　院　：　町立大淀病院（個人でご予約の上、受診してください。）
　○個 人 負 担 金　：　１，５００円
　○申 込 み 方 法　：　ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。受診券を発行します。
　○申込み受付期間　：　平成25年２月28日まで

　　　　※�また、日ごろの自己検診が乳がんの早期発見にはとても重要です。正しい方法を理解し、日ごろ
から実施するよう心がけてください。

　　　　※自己検診の方法についてのパンフレットをご希望の方はほほえみポート天川までご連絡ください。

　６月より子宮がん個別検診の受付を実施しています。この検診は、直接医療機関で検診を受けていただく
個別検診を実施しています。子宮がん検診（集団）に、体調不良などで受診できなかった人もこの機会にぜ
ひ受診ください。詳しくは、ほほえみポート天川までお問い合わせください。
　○受　診　対　象　：　天川村に住民票をおく、20歳以上の女性。
　○受　診　病　院　：　奈良県下で子宮がん（婦人科）検診を実施している医療機関
　　　　　　　　　　　（個人でご予約の上、受診してください。）
　○個　人　負　担　：　２，０００円
　○申 込 み 方 法　：　ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。
　　　　　　　　　　　　受診券を発行します。
　○申込み受付期間　：　平成25年２月28日まで

　　　　下記の生年月日に当てはまる方は平成24年度の個人負担が無料となります。
　　　　この機会に是非受診して下さい。

　　　　　　　
　「　はみがきは　じょうぶなからだの　第一歩　」
　私たちの命をつなぐ食事、家族や友人との楽しい会話など、
私たちのなにげないひとときを支えている大切な歯。
　近年、予防歯科という考えがますます重要になってきました。
大切にすれば、一生自分の歯で過ごすことができます。
黙って働くあなたの歯への感謝を、毎日の習慣にしてみてみませんか？

乳がん検診
40歳　昭和46年４月２日～昭和47年４月１日
45歳　昭和41年４月２日～昭和42年４月１日
50歳　昭和36年４月２日～昭和37年４月１日
55歳　昭和31年４月２日～昭和32年４月１日
60歳　昭和26年４月２日～昭和27年４月１日

子宮がん検診
20歳　平成03年４月２日～平成04年４月１日
25歳　昭和61年４月２日～昭和62年４月１日
30歳　昭和56年４月２日～昭和57年４月１日
35歳　昭和51年４月２日～昭和52年４月１日
40歳　昭和46年４月２日～昭和47年４月１日

乳がん個別検診のご案内

子宮がん個別検診のご案内

歯の衛生週間　・・・６月４日～10日
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　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　6月の予定表　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　6月の予定表

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

見える所に貼り、ご活用下さい。

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　前
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：00）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 16	 土

	 17	 日

	 18	 月	 診　　察	 診　　察		  燃焼

	 19	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 20	 水	 診　　察	 診　　察	

	 21	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  不燃

	 22	 金	 診　　察	 診　　察		  燃焼	

	 23	 土

	 24	 日

	 25	 月	 診　　察	 診　　察		  燃焼

	 26	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 27	 水	 診　　察	 診　　察	

	 28	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）	 うさちゃんくらぶ  10：30～	 資源２

	 29	 金	 診　　察	 診　　察		  燃焼

	 30	 土

（予約）
粗大

（予約）
粗大

特定健診・後期高齢者健診
がん検診
特定健診・後期高齢者健診
がん検診
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　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　6月の予定表　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　6月の予定表

休　　　　診

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　前
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：00）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 1	 金				    燃焼

	 2	 土

	 3	 日

	 4	 月	 診　　察	 診　　察	 認知症予防講演会	 燃焼

	 5	 火	 診　　察	 検 査 日	 歯みがき教室（幼稚園）	 資源１

	 6	 水	 診　　察	 診　　察		

	 7	 木	 休　　　　診		  すこやか健診	 不燃

	 8	 金	 診　　察	 診　　察		  燃焼

	 9	 土

	 10	 日

	 11	 月	 診　　察	 診　　察		  燃焼

	 12	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 13	 水	 診　　察	 診　　察		

	 14	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）	 子宮（頸部）がん検診	 資源２

	 15	 金	 診　　察	 診　　察		  燃焼

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

（予約）
粗大

（予約）
粗大
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【申込み・問合せ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　洞川エコミュージアムセンター
　　　　　　　　　☎0747‒64‒0999　℻0747‒64‒0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp
※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター

③ 6月23日（土）10：00〜16：00
　貴重な植物がある観音峯に、なぜか「ジキタリス」が。昨年に続き今年もやります！皆さんのお力で少しでも繁殖を食い止め
たい！（作業時間80分程度）いいことがあるかも？　歩行時間計約３時間。標高1,285mまで（初心者から）（※少雨決行）
【講　　師】奈良植物研究会　森本　範正　先生　　自然公園指導員　平　恵子　氏
【集合場所】天川村役場駐車場（役場から送迎）　　　　　　　　　　　　【定　員】30人
【持 ち 物】弁当・水筒・帽子・タオル・雨具・軍手・登山（作業）の服装等【参加費】1,000円（小中学生半額）

観音峯を守れ！
外来種「ジキタリス」引抜きボランティアツアー
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お し ら せ

　

ふ
く
ら
は
ぎ
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
す
ね

や
も
も
）
の
筋
肉
が
つ
る
こ
と
を
、
俗
に

「
こ
む
ら
返
り
」
と
い
い
ま
す
。
「
こ
む

ら
」
と
は
、
ふ
く
ら
は
ぎ
を
さ
す
古
語
で

す
。
こ
む
ら
返
り
は
極
め
て
あ
り
ふ
れ
た
現

象
で
す
が
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
ま
だ
十

分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
お
そ
ら

く
、
こ
む
ら
返
り
を
起
こ
す
筋
肉
を
つ
か
さ

ど
る
運
動
神
経
に
原
因
が
あ
る
の
だ
ろ
う
、

と
現
在
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
む
ら
返
り
が
起
こ
る
病
気
に
は
、
腎
不

全
、
肝
硬
変
、
運
動
神
経
系
疾
患
、
内
分
泌

異
常
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
や
脊
柱
管
狭
窄

症
と
い
っ
た
腰
椎
疾
患
が
多
く
、
整
形
外
科

で
よ
く
扱
う
病
気
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
健
康
な
人
に
も
起

こ
り
ま
す
。
運
動
後
に
休
ん
で
い
る
と
き

や
、
妊
娠
中
に
し
ば
し
ば
経
験
し
、
お
年
寄

り
の
中
に
は
、
夜
、
眠
っ
て
い
る
と
き
に
こ

む
ら
返
り
が
起
き
て
睡
眠
を
妨
げ
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
む
ら
返
り
が
起
こ
っ
た
ら
、
つ
っ
て
い

る
筋
肉
を
伸
ば
す
こ
と
が
も
っ
と
も
簡
単
な

対
処
法
で
す
。
日
頃
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

を
行
っ
て
い
る
と
予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。

こ
む
ら
返
り
を
起
こ
し
や
す
い
筋
肉
を
一
日

三
回
ほ
ど
、
特
に
運
動
前
と
寝
る
前
に
よ
く

伸
ば
す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
日
常
生
活
や
睡
眠
に
支
障
が
あ

る
ほ
ど
よ
く
起
こ
る
場
合
に
は
、
な
ん
ら
か

の
病
気
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
の
で
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

▼
日
時
：
平
成
二
十
四
年
八
月
二
日
（
木
）

　

午
後
二
時
三
十
分
～
午
後
四
時
三
十
分

▼
場
所
：
奈
良
県
医
師
会
館

　

�

橿
原
市
内
膳
町
五―

五―

八　

近
鉄
大
和
八

木
駅
下
車
北
へ
徒
歩
約
七
分
。

▼
講
演
：
「
鼻
の
働
き
、
病
気
と
治
療
」

　

�

奈
良
県
立
医
科
大
学　

耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸

部
外
科
学
教
室　

教
授　

細
井
裕
司

▼�

無
料
相
談
：
鼻
を
含
め
耳
鼻
咽
喉
科
全
般

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
担
当
医
師
：
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医

▼�

お
問
い
合
わ
せ
先
：
奈
良
県
医
師
会
耳
鼻

咽
喉
科
部
会
事
務
局　

☎
〇
七
四
四―

二
二―

八
五
〇
二

　

南
和
地
域
で
、
が
ん
サ
ロ
ン
『
患
者
サ
ロ

ン
よ
し
の
』
を
開
設
し
ま
す
。
が
ん
サ
ロ
ン

は
、
が
ん
患
者
や
患
者
家
族
同
士
が
悩
み
や

不
安
を
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
、
同
じ
経
験

を
し
た
仲
間
が
集
う
こ
と
が
で
き
る
場
で

す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

参
加
は
無
料
で
、
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

▼
日
時
：
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
二
日（
金
）

　

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
三
時
三
十
分

▼�

場
所
：
吉
野
保
健
所
二
階　

大
会
議
室

（
下
市
町
新
住
十
五―

三
）

▼�

対
象
：
県
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
が
ん
患

者
、
そ
の
家
族

▼�

お
問
い
合
わ
せ
先
：

　

吉
野
保
健
所
健
康
増
進
課

　

☎
〇
七
四
七―

五
二―

〇
五
五
一
（
月
～
金

　

午
前
九
時
～
午
後
五
時
）

上
限
百
万
円
ま
で
助
成
！

　
計
画
次
第
で
最
大
三
百
万
円
ま
で
可
能
！

　

事
業
場
内
で
最
も
低
い
時
間
給
を
四
年
以

内
に
八
百
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
中
小
企
業

に
対
し
て
、
業
務
改
善
に
必
要
な
経
費
の
二

分
の
一
を
助
成
し
ま
す
（
一
年
度
内
の
上
限

百
万
円
）
。

　

詳
し
く
は
、
奈
良
労
働
局
賃
金
室
ま
で
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先
：

　

☎
〇
七
四
二―

三
二―

〇
二
〇
六

　

食
品
の
表
示
は
、
消
費
者
が
食
品
を
購
入

す
る
と
き
、
食
品
の
内
容
を
正
し
く
理
解
す

る
上
で
重
要
な
情
報
で
す
。

　

奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
、
『
食
品
表
示

一
一
〇
番　

専
用
直
通
ダ
イ
ヤ
ル
』
を
設
置

し
、
食
品
の
偽
装
表
示
や
不
審
な
食
品
表
示

の
情
報
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
品
の
表
示
に
関
す
る
ご
質
問
等

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先
：

　

近
畿
農
政
局　

奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー

　
�

食
品
表
示
一
一
〇
番
（
専
用
直
通
ダ
イ
ヤ

ル
）
☎
〇
七
四
二―

三
二―

一
八
七
七

　

放
送
大
学
で
は
平
成
二
十
四
年
度
第
二
学

期
（
十
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
八
月
三
十
一
日
ま
で
。
資
料

を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
〇
七
四
二―

二
〇―

七
八
七
〇
）
ま
で
ご

請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

▼
相
談
場
所
：
天
川
村
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

▼�

日
時
：
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
二
日

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

▼
担
当
弁
護
士
：
無
漏
田　

恭
生

▼�

予
約
方
法
：
相
談
は
事
前
予
約
制
。
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年

始
は
休
み
）

　

�　
午
前
九
時
三
十
分
～
正
午
・
午
後
一
時

～
午
後
五
時
（
相
談
予
約
は
、
各
相
談
日

の
一
週
間
前
よ
り
受
付
。
相
談
日
の
一
週

間
前
が
休
日
に
あ
た
る
場
合
は
、
そ
の
前

日
な
ど
直
近
の
奈
良
県
弁
護
士
会
開
館
日

（
平
日
）
よ
り
の
受
付
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
当
日
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。
）

※�

各
自
治
体
お
よ
び
各
相
談
場
所
で
は
受
け

付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼�

お
問
い
合
わ
せ
先
：
〇
七
四
二―

二
二―

二
〇
三
五
（
奈
良
県
弁
護
士
会
・
中
南
和

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
係
）

▼�

備
考
：
相
談
料
は
無
料
、
相
談
時
間
は
お

一
人
（
組
）
あ
た
り
三
十
分
で
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
の
年
度
更
新
手
続
は
、
六

　

�

鼻
に
関
す
る
「
講
演
会
」
と

　

「
無
料
相
談
」

　

�
が
ん
サ
ロ
ン

　

『
患
者
サ
ロ
ン
よ
し
の
』
開
催

　

�

中
小
企
業
を
応
援
す
る
「
業
務
改

善
助
成
金
」
に
つ
い
て

こ
む
ら
返
り

　

�

食
品
表
示
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
、

問
い
合
わ
せ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

『
食
品
表
示
一
一
〇
番
』

　
�

放
送
大
学　

十
月
生
募
集
の
お
知

ら
せ

　

�

中
南
和
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
よ
り

お
知
ら
せ

　

�

事
業
主
の
皆
様
へ

　

労
働
保
険
年
度
更
新
に
つ
い
て
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月
一
日
（
金
）
か
ら
七
月
十
日
（
火
）
ま
で

の
期
間
で
す
。
期
日
中
の
手
続
・
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
早
期
申
告
納
付
の
お
願
い
）

　

年
度
更
新
申
告
書
は
、
五
月
末
ま
で
に
事

業
所
あ
て
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
申
告
書

が
届
き
ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
申
告
・
納
付

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

申
告
・
納
付
期
日
で
あ
る
七
月
十
日

（
火
）
は
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
窓
口
に
お

い
て
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

（
ご
注
意
）

　

期
日
ま
で
に
申
告
書
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
政
府
が
保
険
料
等
の
額
を
決
定
し
、
さ

ら
に
追
徴
金
（
保
険
料
等
の
十
パ
ー
セ
ン

ト
）
を
課
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先
：

　

奈
良
労
働
局
総
務
部　

労
働
保
険
徴
収
室

　

�

☎
〇
七
四
二―

三
二―

〇
二
〇
三　

ま
た

は
、
管
轄
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）

　

六
月
一
日
～
七
日
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及

週
間
で
す
。

▼�

即
日
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・
エ
イ
ズ
相
談
日

時
：

〇
平
日
夜
間
検
査　
六
月
五
日
（
火
）

　

午
後
五
時
三
十
分
～
午
後
七
時
三
十
分

〇
休
日
検
査　
六
月
三
日
（
日
）

　

午
後
一
時
～
午
後
三
時

〇
常
設
検
査　
毎
月
第
二
・
第
四
月
曜
日

　

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時

▼�

場
所
：
吉
野
保
健
所
（
吉
野
郡
下
市
町
新

住
十
五―

三
）

▼�

内
容
：
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
に
関
す
る
相

談
、
血
液
検
査
、
結
果
説
明

▼�

申
し
込
み
：
当
日
、
保
健
所
へ
お
こ
し
く

だ
さ
い
。
（
予
約
不
要
）

▼�

そ
の
他
：
匿
名
・
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼�

お
問
い
合
わ
せ
先
：

　

吉
野
保
健
所
健
康
増
進
課
感
染
症
係

　

☎
〇
七
四
七―

五
二―

〇
五
五
一

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　
�

六
月
十
二
日
（
火
）
午
後
二
時
～
午
後
三

時　

予
約
不
要

◎�
皮
膚
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
皮
膚
科
部

会
）
六
月
十
四
日
（
木
）
午
前
十
時
～
午

前
十
一
時　

予
約
必
要

◎�

整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
整
形
外

科
部
会
）
六
月
十
九
日
（
火
）
午
後
二
時

～
午
後
三
時　

予
約
必
要

◎�

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神
経

科
部
会
）
六
月
二
十
一
日
（
木
）
午
前
十

時
三
十
分
～
午
前
十
一
時
三
十
分　

予
約

必
要

◎�

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部

会
）
六
月
二
十
六
日
（
火
）
午
後
二
時
～

午
後
三
時　

予
約
必
要

▼�

場　
所
：
奈
良
県
医
師
会
館
・
一
階　

県

民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅

か
ら
北
へ
徒
歩
七
分
）

▼�

連
絡
先
：
〒
六
三
四―

八
五
〇
二　

橿
原

市
内
膳
町
五―

五―

八　

奈
良
県
医
師
会
各

主
催
部
会　

　

☎
〇
七
四
四―

二
二―

八
五
〇
二

　

（
財
）
奈
良
県
交
通
安
全
協
会
で
は
、
秋

に
優
良
運
転
者
の
表
彰
を
行
い
ま
す
の
で
、

該
当
さ
れ
る
希
望
者
は
申
請
期
限
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
資
格

　

（
一
）�

中
吉
野
警
察
署
管
内
に
住
所
を
有

す
る
運
転
免
許
保
有
者
で
あ
る
こ

と
。

　

（
二
）�

自
動
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
の

運
転
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
こ

と
。

▼
申
請
及
び
問
合
せ
先

◎�

受
付
場
所
：
中
吉
野
警
察
署
内
（
財
）
奈

良
県
交
通
安
全
協
会
中
吉
野
支
部
協
会
窓

口
（
☎
〇
七
四
七―

五
三―

〇
一
一
〇
）

◎�

受
付
時
間
：
平
日
午
前
八
時
三
十
分
～
午

後
五
時
の
間 

　

犯
罪
や
事
件
・
事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
や
遺
族
の
方
の
た
め
に
電
話
相
談
や
生
活

支
援
、
警
察
や
病
院
等
へ
の
付
き
添
い
等
の

直
後
支
援
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

一
定
の
講
座
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
ふ
さ

わ
し
い
方
に
委
嘱
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼�

お
問
い
合
わ
せ
先
：

　

�

（
公
社
）
な
ら
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
事
務
局

　

☎
〇
七
四
二―

二
六―

六
九
三
五
（
月
～
金

　

午
前
十
時
～
午
後
四
時　

祝
日
は
除
く
）

〔
条　
　
　
　
件
〕

　

・
中
級
顕
彰
を
受
け
て
い
る
こ
と

　

・�

六
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
で
免
許

停
止
処
分
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

〔
申
請
時
必
要
書
類
〕　

　

①　

無
事
故
・
無
違
反
証
明
書

　

②　

「
中
級
顕
彰
」
以
上
の
写
し

　

③　

運
転
免
許
証
の
写
し

　

④　

印
鑑

〔
申 

請 

期 

限
〕

　

・
平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日（
火
）

※
ご
注
意

　
�　

現
に
受
け
て
い
る
同
種
類
の
表
彰

の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

�　
ま
た
表
彰
人
数
に
制
限
が
あ
り
、

選
考
の
上
表
彰
さ
れ
ま
す
の
で
予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

支
部
協
会
長
表
彰

善　意　銀　行
金、500,000円
東　好子　様

（天川村の福祉に役立てていただきたい）

ありがとうございました

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

　

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

　

�

被
害
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

（
第
六
期
生
）
の
募
集

　

�

優
良
運
転
者
の
表
彰
申
請
に
つ
い

て



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●�

一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●�

郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●�

ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
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平
成
24年

5月
31日

発
行
　
通
巻
424号

2012年
４

月
30日

現
在

（
　

）
内

は
前

月
と

の
比

較

人
口

1,688人
（

－
２

）

女882人
（

－
１

）

男806人
（

－
１

）

世
帯

数
743戸
（

±
０

）

燃焼	 28.15トン
前月比	 100.18％
 前年同月比	 99.15％

不燃	 3.61トン
前月比	 81.86％
前年同月比	 86.99％

資源	 8.45トン
前月比	 124.82％
前年同月比	109.05％

粗大	 2.68トン
前月比	 198.52％
前年同月比	192.81％

4月のごみ
収集状況

　園庭の草花を集めて、いろ水遊びが始まりました。

　いろいろな草花を集める子、どんな色のいろ水が出来るか楽しみにする子、できたいろ水の美しさ

に驚く子、いろいろな容器に移し替えながら、容器の大きさや水の量に関心を持つ子等々、目を輝か

せながらいろ水遊びに夢中になって遊んでいました。

　いろ水遊びは子ども達に友達と一緒に活動する楽しさを味わったり、友達の良さに気付いたりしな

がら、好奇心や探究心を育てる良い活動になりました。

　今後も探究心や好奇心を刺激する素材を沢山持った環境作りに取り組んでいきたいと思っています。

いろ水遊び　楽しいね！


